
ひばりのへいたいや、おまわり

さんまでが、くりだしてきて、

「きいきい、ぴいぴい」と、さ

けびながら、にげまわるおしゃ

べりひめを、おっかけまわしま

した。そのおそろしいこと。お

しゃべりひめは、もうむちゅう

になって、なきながら、にげま

わっていましたが、やがて、く

さのなかにあった、ふかいいど

のなかへ、まっさかさまにおち

て、そのまま、ずんずんどこま

でも、おちていきました。ひめ

は、またびっくりして 「あれ、

ー、たすけて」と、さけびまし



たが、あまりのおそろしさに、

めをまわしてしまいました。け

れどもまもなく、またきがつい

てみますと、こんどは、いつ、

つれてこられたのか、りっぱな

ねどこのうえに、ねかされて、

あたまのしたには、やわかいま

くらが、おいてあります。どう

したのかしらんと、おもって、

そこいらをみまわしますと、ま

た、びっくりしました。まくら

もとには、にんげんのおおきさ

くらいの、あおがえるのかんご

ふが、ふたり、こがねいろのめ

をひからせて、しろいのどをひ



くひくさせながら、こしをかけ

ています。あおがえるのかんご

ふは、おしゃべりひめが、めを

さましたのをみると、すぐにた

ちあがって 「きゃっ、きゃ」、

とよびました。すると


